
診察などでお待ちの間にお読み頂くパンフレットです。 
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澄んだ空気に秋晴れ。手稲山はうっすらと雪化粧しており、日に日に冬の足音が聞こえます。平野

部での積雪、ササラ電車が初出動したといったニュースがまもなく聞かれそうです。 

さて、健康関連用語シリーズ第７６弾は、１１月８日の“いい歯の日”にちなんで「歯周病」です。 

歯周病とは、読んで字のごとく「歯の周りの病気」のことです。日本人の成人８割が罹患している

と言われているほど蔓延している歯周病は、歯の喪失原因の第 1位にもなっているそうです。 

歯周病の原因はプラークと呼ばれる歯垢に潜む歯周病菌です。この歯周病菌が口腔内で繁殖して、

歯を支えている歯周組織に炎症を起こし気が付かないうちに進行していくようです。 

近年、歯周病は生活習慣病の一つとして位置づけられ、食習慣・歯磨き習慣・喫煙などとも関連が

あると言われています。また、歯周病が糖尿病・肺炎・骨粗鬆症・脳梗塞・心臓血管疾患・消化器系

疾患・認知症・低体重児出産という「全身の健康」に影響することが研究によって明らかになってい

ます。毎日行っている歯磨きにも重要な意味がある事を意識しつつ、日頃の生活習慣を振り返り、お

口と身体の健康を守りたいですね。 
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１１月（ 霜月 ）のこよみ 

11 月 3 日 （土） 文化の日 

11 月 7 日 （水） 立冬 

11 月 23 日 （金） 勤労感謝の日 

（参考文献）https://www.jdha.or.jp/health/topics1.html 



抗がん剤と副作用 

薬剤科 薬剤師 鈴木拓也 

 

今回は抗がん剤と副作用についてのお話です。ここ数ヶ月、芸能人が「がんの手術をした」「抗がん

剤投与を行った」といった報道を耳にされた方も多いのではないかと思います。がん治療には大きく

分けて「手術療法」「放射線療法」「薬物療法」の３つがあり、抗がん剤を投与するものが薬物療法と

なります。抗がん剤というとゲーゲー吐く、髪が抜ける、非常に強い副作用で体が弱る・・・といっ

たイメージがあり漠然とした不安を持つ方もいるかもしれません。どれも TVドラマでは定番の描写で

すね。もちろん、何の副作用対策もとらずに治療に臨めば薬剤によってはそのようなことも起こりえ

るでしょうし、場合によっては予防が困難なものもあります。 

しかし、抗がん剤の開発が進むと同時に副作用対策の薬剤も開発されてきました。例えば、吐気・

嘔吐対策では 1990年代にセロトニン受容体拮抗薬、2000年代には長時間作用するセロトニン受容体拮

抗薬、ニューロキニン１受容体拮抗薬といった薬剤の登場により嘔吐の確率はずいぶんと減っていま

す。 

また多くの副作用は発現時期の予測が可能であり、その予測に基づいて対策を講じることができる

場合もあります（下図）。 

 

 

 

いつ、どのような副作用が、どの程度起こり、いつまで続くのかといったことが少しでも予測でき

れば漠然とした不安も軽減できるのではないでしょうか。私たち薬剤師は少しでも不安が解消される

ように薬剤の情報提供を行い、副作用の程度がより軽くなるよう対策を講じることで安心して治療を

受けられるよう患者さんとそのご家族をサポートしたいと思っています。お聞きになりたいこと、困

ったことがあればいつでもご相談下さい。 


